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ご　　　挨　　　拶
ドイツ大使館公使　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
シュテファン・ヘルツベルク（Stefan Herzberg)
　藁谷先生、大塚先生、土田先生、ご出席の皆様、本日はお招きいただきまして、ありがとうござ
います。皆様とともに社会史展を開催することができて、大変うれしく思います。ご承知のように、
今年は日独友好150周年の記念の年です。大使館におきましては現在、来週の日曜日（23日）に連
邦大統領が来日しますので、その準備のために大忙しですが、日独交流の記念の年、最大のイベン
トになります。私どもはそれ以外にも日独の関係に携わってこられた非常に多くの機関、組織の方々
と協力をさせていただいていますが、もちろん早稲田大学もその中の一つです。
　前環境大臣のトリティーン（Trittin）氏を６月に貴大学に案内させていただき、再生可能エネル
ギーをテーマに講演会をさせていただきました。また、国際金融経済の分野においても日独の関係
は緊密になっております。藁谷先生からも非常にたくさんの幅広い早稲田大学との協力があるとの
ご指摘がありましたが、私はこうした協力に対しまして心から御礼を申し上げたいと思います。
　ドイツ連邦共和国は、社会的な民主的な国家です。これはドイツが基本法に定めていることです
が、これは単に書かれているものではなくて、ドイツにおける現実です。私どもの国の社会的とい
う意味は、社会保障が整備をされているということです。このような体制が整っていることにより、
経済活動が十分に行われるようになっているわけで、年金・医療・介護・労災・失業保険等々のさ
まざまな社会保障制度によって、病気の際や高齢における生活が保障されています。社会史展にお
いては、このような発展の歴史が鮮やかに描かれています。
　こうした制度はさまざまな社会の状況に応じて、時に応じて改革をされてきましたが、今最も大
きな問題は、少子高齢化です。国民の数も減っていくと思われますし、同時に国民は高齢化してい
きます。連邦統計庁の試算によりますと、2030年まで現在の8,200万人から7,900万人に人口が縮小
すると見込まれています。それと同時に高齢化も進展して、2030年までに20歳以下の人口は19％か
ら16.7％に減少し、また逆に高齢人口は20％から28％に増加すると予想されています。こうした中
で就労人口はこれから大きく減っていくと思われます。長期的に見れば、ドイツは労働力の不足が
予想されます。これに対する対策をとらなければ、少子高齢化がドイツの発展にマイナスの影響を
与えることは確かです。
　こうした中で私どもがとった対策の一つが、段階的に年金の受給開始年齢を引き上げていくとい
うことです。2029年までに徐々に67歳に引き上げていくことが既に決まっていますが、まだまだこ
れだけでは不十分で、女性の就業人口をふやしていかなければいけません。そのためには仕事と家
庭の両立を可能にする対策が必要になります。また、ドイツは移民をぜひとも必要としています。
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このような社会の大きな変化に常に対応していかなければ、社会の平和そして豊かさを維持してい
くことはできないと考えます。
　初めにドイツにどのような社会保障制度があるのかということを申しましたが、1883年に初めて
社会保険の制度が確立されて以来、徐々にさらにそれが拡大され、ドイツでは介護保険制度も導入
されています。これもやはり社会の高齢化に対応する改革だったと思います。
　社会保障の制度においては、このように常にその内容を改善、改革をしてきました。恐らく日本
でも全く同じことが起きていると思います。少子高齢化の問題は共通だと思いますので、社会保障
制度の改革については同じ議論がなされているように思います。年金の受給開始年齢の引き上げも
その一つの例だと思います。
　したがいまして、これは私の提案ですが、この分野における日独の協力をさらに進化させていく
必要があるのではないかと思います。この社会史展、またフォーラムもあわせまして、皆様方に今
後ともさらに協力をしていただく契機になればと思っています。
　最後になりますが、日独友好150周年という年、このお祝いはクリスティアン・ヴルフ（Christian 
Wulﬀ ）連邦大統領臨席のもと10月23日に、ドイツフェスティバルという形でドイツ大使館のすぐわ
きの有栖川宮記念公園で開催します。これは大きなお祭りになります。皇太子殿下もご臨席くださ
る予定になっています。そして、すべての方に開かれたパーティーですので、皆様にお越しいただ
けます。どうぞお越しいただきますようにお願いします。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
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